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連載コーナー

田原市民活動支援センターのページ

たはらシティニュース

広報サポーターだより
目指そう！里山の達人！

「道の駅」
あかばねロコステーションオープン
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　　田原中部校区
学校は今・・・自然を生かし 自然から学ぶ

広
報たはら



 「
道
の
駅
」

あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョン
オ
ー
プ
ン

地
域
の
魅
力
満
載
の
テ
ナ
ン
ト

●
海
産
物

　店
長

　小
久
保
知
弘

●
青
果
物

　店
長

　彦
坂
泰
孝

●
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ

　店
主

　杉
原
康
幸

●
レ
ス
ト
ラ
ン

　オ
ー
ナ
ー

　堀 

康

●
あ
か
ば
ね

　ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　駅
長

　冨
田
祏
基

　
観
光
や
産
業
振
興
の
拠
点
、ま
た
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
、「
道
の
駅
」あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
３
月
　

日（
木
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。こ
れ
は「
田
原
め
っ
く
ん
は

う
す
」「
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
」に
続
き
市
内
３
番

目
と
な
る
道
の
駅
で
、地
域
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
当
日
の
イ
ベ
ン
ト

　
・
式
典
　
午
前
　
時
　
分
〜

　
・
和
太
鼓
演
奏（
和
太
鼓
集
団
龍
宮
）　
正
午
〜

　
・
餅
投
げ（
景
品
付
き
）　
午
後
　
時
　
分
〜
　

　
テ
ナ
ン
ト
に
は
、農
産
物
や
海
産
物
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、赤
羽
根
在
住

の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
が
店
主
を
務
め
る
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
、地
産
地
消
を
心
が
け
た
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
が
立
ち
並
び
ま
す
。こ
こ
で
は
、オ
ー
プ
ン
に
意
気
込
む
店
長・店
主
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
。駅
長
の
冨
田
で
す
。駅
前
に

は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
る
ロ
コ

ポ
イ
ン
ト
が
広
が
り
、施
設
に
は
白
い
砂
浜
や

太
平
洋
を
一望
で
き
る
展
望
デ
ッ
キ
を
備
え
て

い
ま
す
。遠
方
か
ら
の
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
方
に
も
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　小
さ
な
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、安

心
し
て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
製

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。隣
接
す
る
工
場
で

は
、釜
揚
げ
し
ら
す
の
製
造
風
景
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　夏
は
メ
ロ
ン
、冬
は
イ
チ
ゴ
と
、季
節
の
フ
ル
ー

ツ
販
売
や
フ
ル
ー
ツ
狩
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。太
陽
の
光
を
浴
び
た
元
気
いっ
ぱ
い

の
田
原
の
フ
ル
ー
ツ
を
、市
内
外
の
皆
さ
ん
に
味

わ
って
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　サ
ー
フ
ボ
ー
ド
販
売
の
ほ
か
、初
心
者
の
方

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
も

開
催
し
ま
す
。海
で
遊
び
、自
然
の
偉
大
さ
や

大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
、自
然
豊
か
な
田
原

を一緒
に
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

　地
元
産
野
菜
な
ど
の
新
し
い
食
べ
方
を
提

案
し
、お
い
し
さ
も
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。食
を
通
し
て
、皆
さ
ん
に

笑
顔
を
お
届
け
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

▼施設概要　観光情報コーナー、物販コーナー（海産物、青
　　　　　　果物など）、お土産コーナー、レストラン、サー
　　　　　　フショップなど

▼営業時間　午前９時～午後５時（ただしレストランは、午後
　　　　　　８時30分まで）　※オープン当日は除く

▼定休日　　年中無休

▼あかばねロコステーション
　　４５局５０８８　　４５局５０８９
　※電話およびFAXは３月２６日（木）から利用できます　

▼問い合わせ先　商工観光課　　２３局３５１６

キャラクターマークのカメファーくん▲

● ● あかばねロコステーションのご案内 ● ●

地図

３/26

みんな
遊びに来てね！

２６

０

３０

１０

３０

３/26木青果物コーナー

海産物コーナー海産物コーナー

農産物直売
コーナー

レストラン
サーフショップ

お土産コーナー

広場

観光情報
   コーナー

トイレトイレ

展望デッキへ展望デッキへ

あかばね
ロコステーション

▲完成間近の「道の駅」あかばねロコステーション
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こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
村
都
祁
子
で

す
。田
原
市
で
は
、里
山
づ
く
り
の
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
り
、す
で

に　

名
の
方
が
講
座
を
修
了
さ
れ
、各
所
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
第
３
回
目
で
、全
８
回
の
講
義

と
実
技（
平
成　

年
７
月
〜　

月
）を
行
い　

名
が
参

加
し
ま
し
た
。今
回
は
、私
が
講
座
に
参
加
し
た
体
験

を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、実
際
に
講
義
を
受
け
た
り
、現

地
体
験
を
し
た
り
、里
山
保
全
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、と
て
も
地
道
で
根
気
の

必
要
な
活
動
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、講
座
修
了
者
の
方
々
に
よ
る「
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
」「
衣
笠
学
習
の
森
」な
ど
の
里
山
保
全
活

動
へ
の
参
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て「
き
の
こ
の

菌
打
ち
体
験
」「
市
民
緑
花
ま
つ
り
」へ
と
、ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」は
、

平
成　

年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

目
指
そ
う
！
里
山
の
達
人
！

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

不思議な長いつる植物の
実を発見（テイカカズラの実）

▲

▲創作里山ガーデン
　“花空間”

開講式の後、田原市博物館学芸員と東三
河農林水産事務所林務課の方から講義を
受けました。地域の自然についての解説を
聞き、あらためて里山保全の意義を感じま
した。

「暑い中の山歩き！」と聞いただけで、脱水
症状、熱中症などを次々と想像。当日は「汗
をかくのはメタボ対策には最高」と言う参
加者の声を聞きながら、できるだけ講師の
すぐ後ろについて登りました。植物や景色
の説明を受けながらの観察会でした。

修了式では、修了証の授与と講座の体験
談や今後の抱負、たはら里山の会の活動
などについて意見交換を行いました。

頭にはヘルメット、腰にはノコギリを付け、
現場に立ちました。津具森林組合の方々か
ら木を切る時の指導を受けた後、チェーン
ソー操作を体験。私も直径２５ｃｍ程の立
ち木に挑戦しました。緊張感一杯でしたが、
無事に倒木できた時には、周りの方々や自
然に感謝しました。

　小林孝子さん・孝義さん宅（片浜町）の創作里山ガーデン
“花空間”は、白谷から片浜にかけての三河湾が一望できる
所にあります。２年ほど前までは、雑木の生い茂る山林だった
そうですが、携帯電話の塔建設がきっかけとなり、ガーデン造
りの計画が始まったのだそうです。
　創作ガーデン“花空間”は、山の入り口から中腹まで季節の
草花や球根が植えられています。アーチやテーブルなどが設
置された憩いの広場では、孝子さん主催の「森の音楽会」や
「よせ植えの会」なども開催されているそうです。また、孝義さん
は、山の中腹にお好みの樹木を植樹し、四季感豊かで夢のよ
うな設計を一つ一つ進めています。お二人の話によると、お互
いが好きなように作業を進めていくうちに、共通の思いのこもっ
た“花空間”に仕上がっていくのだとか。集まった野鳥が木々
の間を飛び交う“花空間”。訪問した私もそこに座らせてもらい
ました。何とのどかな、贅沢な空間でしょう。
　お二人は、今後も里山保全アドバイザー養成講座で学んだ
ことを生かし、専門的アイデアを取り入れた活動を進めていく
そうです。

講師の方から初めて目にするような測
量の器具などを見せてもらい、興味深
く学びました。その後「衣笠学習の森」
へフィールド調査に出かけました。

「里山保全実践活動報告」と、渥美半
島の樹木や森の調査報告、絶滅が心
配される樹木、外来種の繁殖対策な
どの講義でした。

台風のため休講
（次回へ日程振替）

たはらアルプストレッキング展望コース
を、滝頭山の「恐竜の背」から下山。ツツ
ジ科植物群落地を望みながらの下山は、
夏山とはまた違った爽快感を味わうこと
ができました。 18

92

20

2７

２１

1２

と    

き    

こ

ぜい たく

開講式と講話
「渥美半島の自然と歴史」１

平成20年７月11日（金）

平成20年８月３日（日）

夏の自然観察会

回目

２
回目

平成20年12月12日（金）

修了式と意見交換８
回目

平成20年11月24日（振）

森林作業と安全管理７
回目

平成20年10月11日（土）

平成20年８月29日（金）

平成20年９月19日（金）

里山保全活動報告３
回目

里山の調査法
と保全計画

４
回目

平成20年11月２日（日）

秋の衣笠自然歩道
自然観察会講座修了者のお宅訪問

創作里山ガーデン“花空間”
６
回目

里山の調査法と
保全計画

里山の安全管理

▲

滝頭山「恐竜の背」からの眺望

▲

衣笠学習の森での作業

▲

稲荷山の四阿からの眺望
あずまや

５
回目

４・

  ＊写真撮影
　  中村都祁子・公園緑地課

▼里山保全についてのお問い合わせ
　公園緑地課　　２３局4103
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報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
村
都
祁
子
で

す
。田
原
市
で
は
、里
山
づ
く
り
の
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
り
、す
で

に　

名
の
方
が
講
座
を
修
了
さ
れ
、各
所
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
第
３
回
目
で
、全
８
回
の
講
義

と
実
技（
平
成　

年
７
月
〜　

月
）を
行
い　

名
が
参

加
し
ま
し
た
。今
回
は
、私
が
講
座
に
参
加
し
た
体
験

を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、実
際
に
講
義
を
受
け
た
り
、現

地
体
験
を
し
た
り
、里
山
保
全
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、と
て
も
地
道
で
根
気
の

必
要
な
活
動
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、講
座
修
了
者
の
方
々
に
よ
る「
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
」「
衣
笠
学
習
の
森
」な
ど
の
里
山
保
全
活

動
へ
の
参
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て「
き
の
こ
の

菌
打
ち
体
験
」「
市
民
緑
花
ま
つ
り
」へ
と
、ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」は
、

平
成　

年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

目
指
そ
う
！
里
山
の
達
人
！

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

不思議な長いつる植物の
実を発見（テイカカズラの実）

▲

▲創作里山ガーデン
　“花空間”

開講式の後、田原市博物館学芸員と東三
河農林水産事務所林務課の方から講義を
受けました。地域の自然についての解説を
聞き、あらためて里山保全の意義を感じま
した。

「暑い中の山歩き！」と聞いただけで、脱水
症状、熱中症などを次々と想像。当日は「汗
をかくのはメタボ対策には最高」と言う参
加者の声を聞きながら、できるだけ講師の
すぐ後ろについて登りました。植物や景色
の説明を受けながらの観察会でした。

修了式では、修了証の授与と講座の体験
談や今後の抱負、たはら里山の会の活動
などについて意見交換を行いました。

頭にはヘルメット、腰にはノコギリを付け、
現場に立ちました。津具森林組合の方々か
ら木を切る時の指導を受けた後、チェーン
ソー操作を体験。私も直径２５ｃｍ程の立
ち木に挑戦しました。緊張感一杯でしたが、
無事に倒木できた時には、周りの方々や自
然に感謝しました。

　小林孝子さん・孝義さん宅（片浜町）の創作里山ガーデン
“花空間”は、白谷から片浜にかけての三河湾が一望できる
所にあります。２年ほど前までは、雑木の生い茂る山林だった
そうですが、携帯電話の塔建設がきっかけとなり、ガーデン造
りの計画が始まったのだそうです。
　創作ガーデン“花空間”は、山の入り口から中腹まで季節の
草花や球根が植えられています。アーチやテーブルなどが設
置された憩いの広場では、孝子さん主催の「森の音楽会」や
「よせ植えの会」なども開催されているそうです。また、孝義さん
は、山の中腹にお好みの樹木を植樹し、四季感豊かで夢のよ
うな設計を一つ一つ進めています。お二人の話によると、お互
いが好きなように作業を進めていくうちに、共通の思いのこもっ
た“花空間”に仕上がっていくのだとか。集まった野鳥が木々
の間を飛び交う“花空間”。訪問した私もそこに座らせてもらい
ました。何とのどかな、贅沢な空間でしょう。
　お二人は、今後も里山保全アドバイザー養成講座で学んだ
ことを生かし、専門的アイデアを取り入れた活動を進めていく
そうです。

講師の方から初めて目にするような測
量の器具などを見せてもらい、興味深
く学びました。その後「衣笠学習の森」
へフィールド調査に出かけました。

「里山保全実践活動報告」と、渥美半
島の樹木や森の調査報告、絶滅が心
配される樹木、外来種の繁殖対策な
どの講義でした。

台風のため休講
（次回へ日程振替）

たはらアルプストレッキング展望コース
を、滝頭山の「恐竜の背」から下山。ツツ
ジ科植物群落地を望みながらの下山は、
夏山とはまた違った爽快感を味わうこと
ができました。 18

92

20

2７

２１

1２

と    

き    

こ

ぜい たく

開講式と講話
「渥美半島の自然と歴史」１

平成20年７月11日（金）

平成20年８月３日（日）

夏の自然観察会

回目

２
回目

平成20年12月12日（金）

修了式と意見交換８
回目

平成20年11月24日（振）

森林作業と安全管理７
回目

平成20年10月11日（土）

平成20年８月29日（金）

平成20年９月19日（金）

里山保全活動報告３
回目

里山の調査法
と保全計画

４
回目

平成20年11月２日（日）

秋の衣笠自然歩道
自然観察会講座修了者のお宅訪問

創作里山ガーデン“花空間”
６
回目

里山の調査法と
保全計画

里山の安全管理

▲

滝頭山「恐竜の背」からの眺望
▲

衣笠学習の森での作業

▲

稲荷山の四阿からの眺望
あずまや

５
回目

４・

  ＊写真撮影
　  中村都祁子・公園緑地課

▼里山保全についてのお問い合わせ
　公園緑地課　　２３局4103
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校区の概要

　田原中部校区は、大きく分けて
「巴

は こ う

江町内会」「萱町」「本町」「新町」
の４地区からなっています。市内
20校区の中で最も面積が小さい校
区ですが、人口は最も多い校区で
す。古くから田原市の歴史・文化・
経済の中心地として栄えてきまし
た。田原藩の繁栄に貢献した渡辺
崋山は、田原史の中で最も重要な
偉人であることは、皆さんご存じ
のとおりです。

田原城周辺

　文明12年（1480年）ごろ築城され
た田原城。長い歴史を経て、現在は
石垣や堀、土塁が残っており、桜門
と二ノ丸櫓

やぐら

が復元されています。
田原市博物館では、渡辺崋山や田
原藩の歴史を知ることができま
す。また、田原城跡周辺の散策は、
城下町の趣

おもむき

にあふれ、桜の咲く春
の風

ふ ぜ い

情は見事です。

田原祭り

　「からくり人形」を載せた山
だ

車
し

で
知られている「田原祭り」。街を練
り歩く萱町・本町・新町の豪華な山
車は、市の有形民俗文化財にも指
定されています。子どもが手踊り
を舞う夜

よ

山
や

車
ま

や、打ち上げ・手筒・
大筒・仕掛け花火も披露され、毎年
多くの人でにぎわいます。

はなとき通り

　おしゃれな街並みの「はなとき
通り」では、夜店やイルミネーショ
ンのライトアップなど、さまざま
なイベントが開催され、楽しみな
がら散策することができます。

セントファーレ

　中心市街地にある複合商業施設
セントファーレは、にぎわいの拠
点となっており、毎日多くの買い
物客やスポーツジムの会員が訪れ
ています。

二
に

・七
しち

の市

　「２」と「７」がつく日に開かれる
ことから、「二・七の市」と呼ばれる
朝市です。早朝から、地元で採れた
新鮮な野菜や切り花などが販売さ
れています。

（文：田原中部校区）

●

校
区
自
己
紹
介
⑧

基 礎 デ ー タ

●渡辺崋山像（池ノ原公園）

●はなとき通りのイルミネーション

●山車３台の集合

●セントファーレ

●二・七の市

【人口】 6,880人（H21.1.31現在）

【世帯】 2,505世帯（H21.1.31現在）

【面積】 約319ha

【公共施設】 田原市役所・田原市博物館・中央図書館・

田原文化会館・田原市総合体育館・田原まつり会館

【史跡・文化財】 田原城跡・崋山神社・報民倉

【主な産業】 商業

●田原城跡（桜門）

平成21年３月15日 　  　　　　　　　　│ 6 │

田
原
中
部

〜
田
原
市
の
中
心
を
担
い
、

　
　
　
　
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
発
信
す
る
〜



８

自然を生かし
　自然から学ぶ

　　 楽しい潮干狩り （泉小学校）

　春恒例の「海岸清掃・潮干狩り」は、40年以上続いている
行事です。海岸清掃は１年生から６年生までの縦割り班で
行い、ごみの分別や運搬はＰＴＡの方に協力していただ
きました。今年度のごみは、トラック７台分もありました。
清掃の後、子どもたちは、おにぎりをほおばりながら、ＰＴ
Ａの方が作ってくれた熱

あ つ あ つ

々のあさり汁に舌鼓。「おいしい」
「あさりがプリプリしている」などの声が、あちらこちらか
ら上がりました。
　食事の後は、楽しみにしていた潮干狩り。「楽しかった」

「アメフラシがいたよ」などと話す子どもたちの顔は輝き、
地元の海と親しむ貴重な時間となりました。　

　　 藤
ふ じ お や ま

尾山登山活動 （田原南部小学校）

　田原南部小学校の裏山には、標高２００ｍ余りの藤尾
山があります。落ち葉が積もり、木々の葉がなくなる冬は、
藤尾山登山が始まる季節です。「今年は、Ａコースに挑戦
だ！」「Ｔくんには、負けないぞ！」「山登りカードを全部う
めるよ！」などの声が聞こえてきます。
　子どもたちにとっては、まさに心と体を鍛える絶好の機
会となっています。一人ではできないことでも、みんなで
一緒に頑張ることで、やり遂げる大切さや喜びを実感して
いるようです。　　　　　　　　　　　
　※山登りはＡ～Ｃの３コースがあり、山登り週間の前半は学年により
　　コースを決めていますが、後半は選択制です。

　　 地域とともに海岸清掃（東部中学校）

　東部中学校では、生徒会・ＰＴＡから、生徒・
保護者の皆さんに呼びかけて、毎年「表浜自然
ふれあいフェスティバル」に参加しています。
太平洋の大海原を眺めながら、久美原から大
草まで６ｋｍの海岸を清掃しています。
　本年度は、東部中学校から約４００名が参
加しました。清掃のほかにも、ビーチフラッグ
スなどのイベントがあり、生徒からは「気持ち
よかった。来年も参加したい」という声が上が
りました。地域の一員としての自覚が芽生え
てきたと感じました。　　　　　　　　　

　田原市は、海や山、森や川など豊富な自然に恵まれた地域
です。子どもたちが地域の自然に親しみ、自然に学び、自然
を大切する取り組みをご紹介します。 ●指導課２３局３６７９

▲

地元の海岸で潮干狩り

▲

みんなで藤尾山登山

▲

表浜で海岸清掃とビーチフラッグス

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 21年３月15日



２

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

田
原
市
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、Ｔタ

ハ

ラ

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
・

Ｆエ
フ
シ
ーＣ
所
属
の
大お

お
ば
ち
ひ
ろ

羽
千
尋
選
手（
高
松
小
６
年
）が
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の﹁
Ｕ
12
東
海
ト
レ
セ
ン
研

修
会
﹂に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。愛
知
県
勢
８
名
中
、

東
三
河
か
ら
は
唯
一
の
選
抜
。東
海
４
県
の
好
選

手
た
ち
と
練
習
を
共
に
し
、刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

夢
は
大
き
く

サ
ッ
カ
ー
選
手

２
月
28
日［
土
］

▲ポジションはＧ
ゴールキーパー

Ｋ。３月には県サッカー協会から表彰されました

　

第
９
回
田
原
市
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
が
渥
美
運

動
公
園
屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、20
チ
ー
ム
約

２
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
、男
女
混
合
チ
ー
ム
や

親
子
チ
ー
ム
な
ど
で
参
加
し
、気
の
合
う
仲
間
と

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲ボールの代わりに布製のフリスビーを投げ合うスポーツです

　

田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
よ
る
東
部

里
山
公
園
炭
焼
き
窯
の
開
所
式
が
、東
部
里
山
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。里
山
整
備
で
伐
採
さ
れ
た
樹
木

な
ど
が
窯
で
焼
か
れ
、出
来
上
が
っ
た
炭
は
併
設
す

る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
設
備
で
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、希
望

者
に
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

▲「楽しく使って」と話す田原東部校区総代の高橋さん（左）と鈴木市長（右）

▲ポジションはＧ
ゴールキーパー

Ｋ。３月には県サッカー協会から表彰されました

▲ボールの代わりに布製のフリスビーを投げ合うスポーツです

▲「楽しく使って」と話す田原東部校区総代の高橋さん（左）と鈴木市長（右）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

勝
利
を
ゲ
ッ
ト
！

２
月
15
日［
日
］

里
山
の
恵
み
を

生
か
そ
う

２
月
20
日［
金
］

平成21年３月15日 　  　　　　　　　　│ 8 │
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選
考
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込

み
＝
３
月
24
日
（
火
）
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
で
配
布
す
る
履
歴
書
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23
局
０
６
１
０　

22
局
７
７
８
８

　

http://tahara-shakyo.or.jp/

　

４
月
19
日
（
日
）
に
開
催
す
る
第
６
回
市

民
緑
花
ま
つ
り
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ラ

ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
展
者
と
「
フ

ラ
ワ
ー
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

❶
フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
作
品
＝
寄
せ
植
え
（
鉢
な
ど
、
置

く
タ
イ
プ
の
容
器
で
50
㎝
四
方
以
内
）

▼
募
集
点
数
＝
50
点
（
一
人
２
点
ま
で
／

先
着
順
）　

▼
出
展
料
＝
無
料　

▼
そ
の

他
＝
優
秀
作
品
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

❷
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▼
教
室
名
・
時
間
な
ど
＝
表
の
と
お
り　

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

koen@
city.tahara.aichi.jp

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
４
月
。
通
学
路

に
不
慣
れ
な
新
１
年
生
が
、
交
通
事
故
に

遭
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
田
原
市
内
で
は
最
近
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
重
点
目
標

▲

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う

▲

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

▲

自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

▲

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
結
婚
相

談
事
業
に
対
し
て
意
欲
が
あ
り
、
土
・
日

曜
日
・
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方　

▼
勤
務

条
件
＝
個
人
情
報
の
守
秘
義
務
を
遵
守
す

る
こ
と　

▼
勤
務
内
容
＝
結
婚
の
相
談
対

応
、
見
合
い
の
仲
介
な
ど　

▼
採
用
期
間

＝
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日
程
度
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
勤
務
場
所
＝

ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
（
田
原
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）　　

▼
賃
金
＝
時
給

８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
・
書
類

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
そ
の
他
＝

完
成
し
た
作
品
は
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

け
ま
す
。

◉
申
し
込
み

　

①
②
の
い
ず
れ
も
４
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
部
門
・
教

室
名
を
明
記
）

教室名 時間 参加料 定員

ハンギングバスケット教室
講師 ▼ガーデリア・ジジ

10：00～10：40 1200円
20名

（先着順）

コンテナガーデン教室
講師 ▼ガーデリア・ジジ

13：00～13：40 800円
30名

（先着順）

ハーブリース教室
講師 ▼金田由起子さんほか

11：00～11：50
500円

各20名
（先着順）13：30～14：20

フラワーアレンジメント教室
（フラワーラッピング）
講師 ▼シルビアフラワーデザイン優花

10：30～14：00
（随時参加できます） 500円

50名
（先着順）

結
婚
相
談
員

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

４
月
６
日
⺼
～
15
日
氺

フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
者

フ
ラ
ワ
ー
教
室
参
加
者

■フラワー教室
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公
用
車
売
却
入
札
へ
の
申
し
込
み
が
期

間
内
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
期
限

を
延
長
し
ま
す
。

▼
対
象
車
両
＝
①
ト
ヨ
タ
セ
ル
シ
オ
Ｃ
仕

様
②
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
サ
ル
ー

ン
Ｇ
（
普
通
自
動
車
・
各
１
台
）
▼
申
込

期
限
＝
３
月
31
日
（
火
）
▼
入
札
日
時
＝

４
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～　
　

▼
入
札
場
所
＝
市
役
所
６
０
０
会
議
室

（
南
庁
舎
６
階
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

▼
財
政
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

　

ぐ
る
り
ん
バ
ス
西
浦
循
環
線
（
田
原
駅

～
西
浦
～
田
原
駅
／
１
日
10
便
／
土
・
日

曜
日
の
み
運
行
）
を
、
利
用
者
減
少
の
た

め
４
月
４
日
（
土
）
か
ら
休
止
し
ま
す
。

今
ま
で
西
浦
循
環
線
を
ご
利
用
の
方
は
、

並
行
し
て
運
行
し
て
い
る
童
浦
線
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
が

協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を
及
ぼ

す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い
ま

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
行
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

◉
重
点
目
標

▲

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・
事
故
を

防
止
し
よ
う

▲

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
を
防
止
し
よ
う

▲

自
転
車
盗
や
自
動
車
関
連
盗
を
防
止
し
よ
う

▲

振
り
込
み
詐
欺
の
被
害
を
防
止
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

家
内
労
働
を
委
託
し
て
い
る
方
は
、
家
内

労
働
者
の
人
数
や
委
託
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
局
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

▼
基
準
日
＝
４
月
１
日
（
水
）
現
在　

▼
提
出
期
限
＝
４
月
30
日
（
木
）　

▼
提

出
先
＝
愛
知
労
働
基
準
監
督
署
豊
橋
署

（
豊
橋
市
大
国
町
１
１
１
）

▼
愛
知
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
０
２
５
８

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
３
日
、
平
成
21
年
福
江
小
学
校
地

区
厄
歳
一
同
様
（
代
表 

杉
浦
弘
樹
さ
ん
）

か
ら
、
福
江
小
学
校
の
教
育
環
境
向
上
の
た

め
オ
ー
プ
ン
ロ
ッ
カ
ー
１
台
、提
示
板
２
基
。

▼
２
月
９
日
、
平
成
21
年
堀
切
地
区
厄
歳

一
同
様
か
ら
、
堀
切
小
学
校
の
備
品
充
実

の
た
め
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
１
張
。

▼
２
月
19
日
、
中
部
電
力
㈱
様
か
ら
、
緑

化
推
進
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
90
本
。

▼ 市民課 ☎２３局３５１１

▼ 税務課 ☎２３局３５０９

▼ 福祉課 ☎２３局３５１２

▼ 児童課 ☎２３局３５１３

▼ 健康課 ☎２３局３５１５

◦お問い合わせ◦

４月１日から、開設日時を変更します。

■市民課
　平日の午後５時15分～７時まで開設していた窓口
を、土曜日の午前８時30分～午後０時30分に変更し
ます。詳しくは次のとおりです。

　住民票の写し・印鑑登録証明書については、電話で
予約することにより、平日の時間外や土・日曜日、祝日
に受け取ることもできます。詳しくは広報たはら３月１日
号をご覧ください。

■税務課
　３月31日で廃止しますが、各種証明書については、
電話で予約することにより、平日の時間外や土・日曜
日、祝日に受け取ることができます。詳しくは広報たはら
３月１日号をご覧ください。

■福祉部（福祉課・児童課・健康課）
　３月31日で廃止しますが、４月１日以降も事前に電話
予約いただければ、平日午後７時までは個別に相談を
受け付けます。お気軽にご連絡ください。

開設日時
（４月１日～）

毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本

◦印鑑登録
◦戸籍届出書受領

公
用
車
売
却
の
入
札
申
込
期
限
を

延
長
し
ま
す

ぐ
る
り
ん
バ
ス
西
浦
循
環
線
を

休
止
し
ま
す

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　
　
　

４
月
１
日
氺
～
10
日
㊎

家
内
労
働
を
委
託
し
て
い
る
方
は

委
託
状
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

市役所時間外窓口
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◉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　

２
月
の
省
エ
ネ
月
間
に
合
わ
せ
て
、
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
事
業
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
量
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
活
動
を
広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
市
内
の
多
く
の
事
業
所
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

消
灯
の
ほ
か
、
照
明
器
具
の
清
掃
や

ノ
ー
カ
ー
デ
ー
の
実
施
、
冷
蔵
庫
の
省
エ

ネ
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
で
お
勧
め
し
た

い
の
が
、
白
熱
電
球
か
ら
電
球
型
蛍
光
ラ

ン
プ
へ
の
切
り
替
え
で
す
。

　

最
近
で
は
、
白
熱
電
球
と
同
じ
明
る
さ

で
、
消
費
電
力
が
約
４
分
の
１
、
電
球
の

寿
命
が
約
４
倍
に
な
る
電
球
型
蛍
光
ラ
ン

プ
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
白

熱
電
球
よ
り
も
少
し
高
め
に
な
り
ま
す

が
、
特
に
長
時
間
点
灯
す
る
部
屋
で
使
う

と
電
気
代
が
安
く
な
り
、
電
球
の
交
換
回

数
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
球
を
交
換
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
７
８
人
・
事
業
所
3
か
所（
２
月
末
現

在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

今
月
の
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語

緑
あ
る　

未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ラ
イ
フ

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

35

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

も
や
せ
る
ご
み
は
、
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
？
今
回
は
、
も
や
せ
る
ご
み
を
出
す
と
き
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
、
も
や
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

も
や
せ
る
ご
み
か
ら

炭
が
で
き
ま
す

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
0
1
8
0

 

も
や
せ
る
ご
み
の

 

出
し
方
は
？

生
ゴ
ミ
を
減
量
し
よ
う

ご
み
を
屋
外
で
燃
や
す
こ
と
は
、法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。も
や
せ
る
ご
み
は
、

指
定
袋
に
入
れ
て
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

炭
生
館
で
は
、も
や
せ
る

ご
み
を
、蒸
し
焼
き
に
し
て

炭
を
作
っ
て
い
ま
す
。で
き

た
炭
は
、燃
料
や
保
温
材

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
は
、コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
処
理
容

器
や
電
気
式
の
処
理
機
を
利
用
し
て
、自

家
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。処
理
容

器
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、清
掃
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

炭
生
館
は
、自
由

に
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
台
所
の
ご
み
は
、水
を
よ
く
切
る

　

燃
や
す
と
き
に
使
用
す
る
燃
料
が

　

少
な
く
な
り
ま
す

●
長
い
ひ
も
状
の
も
の
は
、　　

以

　

内
に
切
る

　

長
い
ま
ま
だ
と
、機
械
に
か
ら
ま
り

　

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す

●
缶
な
ど
の
金
属
を
入
れ
な
い

　

機
械
が
破
損
し
、故
障
の
原
因
と
な

　

り
ま
す

●
大
型（　
　

以
上
）の
も
の
は
、粗

　

大
ご
み
と
し
て
出
す

　

機
械
が
破
損
し
、故
障
の
原
因
と
な

　

り
ま
す

http://www.gsj-tanseikan.co.jp

　

３０
cm

４０
cm

▼
炭
生
館

【
実
施
結
果
】

◦
期
間　

15
日
間（
２
月
１
日
～
15
日
）

◦
参
加
事
業
所　

73
事
業
所

◦
削
減
電
力
量

　

１
時
間
あ
た
り
約
４
万
３
０
０
０
kw

◦
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

　

約
２
万
９
０
０
０
kg　

※
原
油
に
す
る
と
約
１
万
１
０
０
０
リ
ッ

　

ト
ル
の
削
減（
ド
ラ
ム
缶
55
本
相
当
）

【
主
な
実
施
内
容
】

◦
休
憩
時
間
・
事
業
時
間
前
後
の
消
灯

◦
社
員
に
よ
る
家
庭
で
の
実
施
呼
び
か
け
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緊
急
地
震
速
報
の
受
信
装
置
を
公
共
施
設
に
設
置
し
ま
し
た

46

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、＂
の
り
り
ん
＂
で
す
。

田
原
市
で
は
、
市
の
公
共
施
設

に
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
受
信
装
置
を

設
置
し
ま
し
た
。

■
緊
急
地
震
速
報
と
は
？　

　

地
震
発
生
時
、
震
源
近
く
で
最
初
の

小
さ
な
揺
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
規
模
や

震
源
を
予
測
し
ま
す
。

そ
れ
を
、
大
き
な
揺

れ
が
始
ま
る
数
秒
～

数
十
秒
前
に
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

■
ど
こ
に
設
置
し
た
の
？　

　

市
役
所
や
支
所
、
小
学
校
、
中
学
校
、

保
育
園
、市
民
館
、文
化
会
館
、図
書
館
、

児
童
セ
ン
タ
ー
（
児
童
館
含
む
）
な
ど
、

１
１
４
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

■
ど
う
や
っ
て
知
ら
さ
れ
る
の
？　

　

各
施
設
の
館
内
放
送
や
受
信
装
置

（
親
機
・
子
機
）か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
る
の
？

■
知
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？

　

速
報
の
放
送
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま

で
、
わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

身
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
周
囲
の

状
況
に
応
じ
て
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
緊
急
地
震
速
報
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す

　

震
源
に
近
い
場
所
で
は
、
速
報
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実

際
の
震
度
や
揺
れ
る
ま
で
の
予
測
時
間

に
、
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

速
報
が
な
く
て
も
地
震
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

◉田原市を訪れた外国の方をサポート

　田原市では、外国の方の転入時に、市での生活
情報や基礎情報が入った「ウェルカム・キッ
ト」をお渡ししています。キットには、ごみの
分け方や緊急時の対応など、田原市での
暮らしに必要な情報が、英語・中国語（一
部韓国語・ポルトガル語）に翻訳されて収
録されています。
　このキットは、転入時だけでなく、必要な方
に随時配布しています。市役所市民課または
企画課、渥美支所市民生活課でお渡しします
ので、皆さんの周りに必要だと思う方がいましたら、ぜひご
紹介ください。

今回は、田原市が配布している「在住外国人向け情報資料」をご紹介します。

田原市での暮らしもこれで安心！ 「ウエルカム・キット」

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課☎２３局３５０７

地
震
、震
度
４
、15
秒
後
、

ビ
ー
ビ
ー（
警
報
音
）、

10
、９
、８
…（
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
）…
１
、０

例※
震
度
３
以
上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
合

の
み
放
送
さ
れ
ま
す
。

※
必
ず
し
も
10
秒
以
上
の
余
裕
が
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

▲ウエルカム・キット（見本）

田原市ミニ要覧、ごみカレンダー、防災マップ
などが収録されています。このほか、田原市観光
マップや児童館パンフレットも、必要に応じてご
用意いたします。
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石
神
町
の
石
神
交
差
点
南
の
高
台
に
あ

る
「
平
野
貝
塚
」
は
、
昔
か
ら
貝
塚
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。大
正
時
代
か
ら
、

渥
美
半
島
で
最
も
大
き
な
貝
塚
と
い
わ
れ
、

貝
塚
周
辺
か
ら
は
縄
文

時
代
の
石
器
や
、
弥
生

時
代
の
土
器
が
採
集
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
12
月
、
下

水
道
工
事
に
伴
い
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
、
貝
層

下
の
黒
い
土
の
層
か

ら
、
縄
文
時
代
前
期
の
石
器
や
土
器
が
出

土
し
ま
し
た
。
土
器
の
文
様
か
ら
、
平
野

貝
塚
は
約
５
０
０
０
～
５
５
０
０
年
前

（
縄
文
時
代
前
期
後
半
）の
遺
跡
で
、近
畿
・

関
東
地
方
で
も
見
ら
れ
る
文
様
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
地
方
と
の
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
貝
層
か
ら
は
、
縄
文
・
弥
生
・

古
墳
時
代
の
土
器
や
鎌

倉
・
戦
国
・
江
戸
時
代
の

茶
わ
ん
な
ど
が
混
ざ
っ

て
出
土
し
て
い
ま
す
の

で
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
で

あ
る
こ
と
は
証
明
で
き

ま
せ
ん
。
名
称
は
「
平
野

遺
跡
」
と
し
た
ほ
う
が
誤

解
を
招
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
海

に
面
し
て
い
る
こ
と
と
、
広
い
範
囲
で
縄

文
時
代
の
遺
物
が
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、

貝
塚
が
築
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

石
神
交
差
点
付
近
に
は
、
ほ
か
に
も
縄

文
時
代
中
期
の
北
屋
敷
貝
塚
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
貝
塚
は
、
標
高
３
ｍ
ほ
ど
の
低

地
に
あ
り
ま
す
が
、
平
野
貝
塚
は
標
高

14
・
５
ｍ
ほ
ど
の
台
地
に
あ
り
ま
す
。
同

じ
縄
文
時
代
で
、
近
く
の
貝
塚
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
平
野
の
縄
文
人
は

高
台
に
住
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

発
見　

新
し
い
縄
文
時
代
の
遺
跡

　

平
野
の
縄
文
人
が
住
み
着
い
た
縄
文
時

代
前
期
は
、
１
万
５
０
０
０
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
温
暖
化
の
ピ
ー
ク
で
、
氷
が
溶
け

て
現
在
よ
り
海
面
が
数
ｍ
上
昇
し
て
い
ま

し
た
。
年
々
上
昇
し
て
く
る
海
面
に
、
恐

怖
を
感
じ
た
人
々
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
生

活
の
場
を
構
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
北
屋
敷
に
く
ら
し
始
め
た
縄
文
時

代
中
期
に
は
、
海
面
や
気
温
も
戻
り
安
定

し
た
た
め
、
低
地
に
移
動
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
遺
跡
が
広
い
範

囲
に
わ
た
り
よ
く
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、

吉
胡
貝
塚
や
伊
川
津
貝
塚
、
保
美
貝
塚
よ

り
も
、
さ
ら
に
古
い
時
代
の
遺
跡
が
存
在

し
た
と
い
う
大
き
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

泉
校
区
ば
か
り
で
な
く
、
田
原
市
の
歴
史
を

塗
り
替
え
る
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】免
々
田
川
沿
い
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ（
福
江
町
）

▼
例
年
よ
り
一
週
間
以
上
も

早
く
開
花
し
た
カ
ワ
ヅ
ザ
ク

ラ
。桜
の
幹
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら

れ
、地
元
の
方
々
に
よ
り
大
切
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。陽
気
に
誘
わ
れ

て
、桜
並
木
を
散
歩
す
る
人
は
皆
笑

顔
。沿
道
を
行
き
交
う
人
の
心
に
も
、

温
か
な
春
の
便
り
を
届
け
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。（
Ｏ
）

▲石器と土器を発見

▲約５５００年前の土器

▲平野貝塚の位置（点線で囲んだ部分）
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